
2018年09月14日 
2018年10月06～08日予定 67th楽友三田会歩こう会 宮城＆山形遠征 

「芭蕉・奥の細道と伊達家に縁の松島/山寺/仙台を巡る」 

実施計画のご案内 ＆ ご参加の募集について 
  

 
 長く続いた酷暑もやっとおさまり、徐々に秋の気配が感じられるようになったこの頃ですが、皆さまお変わりなくご健勝の

ことと思います。 

 さて、いよいよ来月に迫りました歩こう会の年に一度の遠征の実施につき詳細計画を詰めました。簡単ではありますが

本書にてご案内差し上げますので、皆さま、ふるってご参加くださいますよう。 

１．日程と行程計画 

第1日 10月06日（土） 宿泊/東横INN 仙台駅西口中央 

 

MMC 練習終了後に 東北新幹線   で仙台へ  （MMC 活動以外の皆さまはご都合に合わせ各自で） 

   17：56 東京発  はやぶさ 107 号  19：29 仙台着 

 ～ 20:16 東京発  はやぶさ  39 号  21：47 仙台着  位の列車で各自仙台へ。上記ホテルに Check in 

 

第２日 10月07日（日） 宿泊/東横INN 仙台駅西口中央 

 

仙台08：27     本塩釜08：56   マリンゲート塩釜09：30（貸切臨時便）      松島海岸レストハウス10：20 

    ※ この日早朝に首都圏を出発される方は、仙台着08：00やまびこ41号、08：04着はやぶさ１号に乗車されると 

     上記08：27本塩釜行に合流できます。08：04以降仙台着の場合は、観光船はスキップしJR仙石線で10：11 

     松島海岸駅着で合流が可能です。         

    五大堂、瑞巌寺   磯崎港11：45～12：45 昼食（杉原功商店：新鮮な海産物浜焼き）    西ノ浜貝塚遺跡 

   手樽公園     手樽八坂神社    14：45 陸前富山駅 

   ここで分岐 本隊（健脚組）    富山、大仰寺     高城町16：24    仙台16：49    ホテルへ 

           分隊 陸前富山15：01    仙台15：50   ホテルへ 

18：30～打上宴会(三陸海産物の居酒屋予定) 

 

第３日 10月08日（月祝） Check out 後、ウォーキング不要の荷物はホテル預け、又は仙台駅Coin Locker 

 

仙台08：18     山寺09：14    山寺（立石寺）登山拝観 山寺11：10     11：56国見    大崎八幡宮 

    広瀬川 遊歩道 12：45 昼食（宮城県美術館カフェレストラン/モーツァルト・フィガロ） 

  ここで分岐  本隊 13:30    川内、亀岡八幡宮、東北大・青葉山キャンパス、14：05 青葉山駅 

          分隊①（石段パス組） 13：55 国際センター     14：05 青葉山駅    本隊と分隊①合流 

              東北大青葉山キャンパス・青葉山   14：30 青葉山仙台城址 

          分隊②（青葉山パス組） 14：10 美術館   14：30 青葉山仙台城址   本隊分隊①と分隊②合流 

    15:00 城址・博物館→広瀬川・大橋 

  ここで分岐  本隊    15:15 瑞鳳殿    東北大片平キャンパス、定禅寺通り、仙台駅（or ホテル） 

          分隊（瑞鳳殿パス）     桜ガ岡公園、定禅寺通り、仙台駅    16：30 本隊と分隊合流。 

簡単な解散式の後、東北新幹線   で東京方面へ 

  16：57 仙台発 はやぶさ 60 号  18:32 東京着 等 以降の列車で各自帰京帰宅 

 

 

 

 

  

 

楽友三田会・歩こう会 幹事団 

 
 

 
 

  
  

   
 

 
 

 

 

 
 

  

 

 

 

 
 

 

 



ウォーキング① 松島ルート コース取り全体図 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 観光船のルート マリンゲート塩釜 ⇒ 松島海岸レストハウス 

       乗船運賃 ＠￥1,500- 事前予約、あるいは団体（15名以上）で10％割引 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

鉄道 

観光船 

ウォーキング 



 松島ウォーキングコース 
 ◇下図の五大堂松島海岸駅寄りが港。歩き出しは、港から五大堂、瑞巌寺を経て②→③で赤の海岸コースを歩きます。 

  40、41、42からは⑦へは戻らずに陸前富山駅へ。健脚組は43、44、45⇒手樽駅あるいは高城町駅から仙台へ。分隊 

  組は、そのまま陸前富山駅から仙台へ。健脚組は、仙台に約1時間遅く17：00頃ホテル帰着の予定です 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

ウォーキング② 仙台→山寺 位置関係図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 昼食：海鮮浜焼き 



 山寺（立石寺）拝観ウォーキング（登山）コース 

 
                                       
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 仙台市内ウォーキングコース 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※１）仙台市内を見通しながらジグザグと歩くコース。地下鉄・バスの利用も各所で出来るので、途中の合流・離脱、 
   ショートカット等、ご参加の皆さんの体力・都合に合わせてのコース選択可能なプランとしています。 
 ２）土産物購入は、海産物は駅西側の「仙台朝市」（築地場外のミニ版）、一般的なものは駅構内で買えます。 

 

 

※山寺参拝はガイドでは3時間と 
 あるが、約2時間で 
 山寺駅⇔「奥ノ院」拝観可能。 
 山中は休憩場所、WC多い。 

 昼食：美術館レストラン 



２．下見行スナップ  一日目 仙台→松島 / 2018年08月26日（日） 
 

 
 
 
 
 
 
                    ◆隆起や沈降かと思いきや、松島の島々は本土の山が 
◆ちょっとクラシックな観光船       山体崩壊して海に滑り込んだのだそうです。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ◆島に浮かぶ五大堂。311にも耐えた。  ◆芭蕉さんも来られました！ ◆1604年伊達政宗が建立伝（重文） 
 
 
 
 
 
 
                 ◆311津波は境内まで押し寄せ、 
 ◆瑞巌寺へ。           杉の古木を枯らす 
                              ◆大人＠￥700- 団体割引30名以上 ＠￥650-               
 
 
 
 
 
 
 
 
 ◆全島が県立自然植物園の福浦島。     ◆さあ、海岸沿いを歩きます 
 
 
 
 
 
 
◆お昼の海産物直売＆浜焼き食堂 ◆採れたて新鮮な海産物をその場で浜焼き。 
 「杉原功商店」         うまそー。何より安い。          ◆お店はワイルド！ 
                 ごはんはアナゴにぎり。 

 

 

  

 

 

 
 

 

  

 
 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
◆お腹がふくれたら、さあ歩くぞ。 
東日本最大「西ノ浜貝塚遺跡」紀元前6000年！ 
 
              ◆区画整理中の田の向うに 
               仙石線電車が走る。 
                                             ◆高い堰堤 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
      ◆防波堤の上でしばし休憩。隣は海だったのね！   ◆外に、もう一つ波消しが整備されていました。 
       大津波の対策で、海と陸が分断。 
 
 
 
 
 
 
 
  ◆また海岸線近くに出る。            ◆どこまでも真新しいかさ上げされた堤防が続く。 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                 ◆2011年07月同じ「陸前富山駅」 
                                 流失は免れたものの、ホームは崩れている。 
  却って悲しい出来事を引きずる。 
 

  

 

 

  

 

 

参考画像：Google Street2011/07から 

◆縄文時代は現代より

温暖らしかったので、

当時の海岸線はもう少

し陸の奥。貝塚が海抜

3~5m の位置にあるの

もなるほど！ 

◆「陸前富山駅」。2018年08月。 
 踏切位置も移動、手前の商店も 
 駅施設も真新しい。 

 
 



    ニ日目 / 山寺→仙台市内 2018年08月27日（月） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                       ◆立石寺根本中堂。 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                  ◆芭蕉と曽良もいました。 
  
 
 
 
 
 
                    
 
 
 
 
◆せみ塚。句をしたためた短冊をここに埋めた。 
                               ◆まだまだ続く。だんだん厳しくなってきた。 
 
 
 
 
 
 

 

 

  

  

 

 
 

  

◆仙山線「山寺駅」から  
 立石寺（山寺）を望む。 
◆仙台へ戻る電車は、11：10発 
 仙台駅から快速で1時間弱。 
 

◆誰でも知っている例の 
 句の句碑。           
 詠んだ句を埋めた 
「せみ塚」はもう少し先 
 の山中に。 

◆山中に入る山門。「登山口」とあります。 
 入山拝観料＠￥300-。 
 団体30名以上＠￥240- 

◆仁王門。ここまでくればあと一息。         

◆運慶の弟子たちの作と伝承 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
   ◆開山堂の隣の岩の上の入定窟。 
    修行とはいえ、こんな場所で．．．。 
 
 
                        ◆五大堂からの眺望。まるでパノラマ箱庭、駅ははるか下に。 
 
 
 
 
 
 
 
 
◆さてくだりますか、石段。足を痛めないよう慎重に！  
                             ◆仙台へ戻る電車。11：10発が来ました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ◆車中は省略。国見駅で降りて「大崎八幡宮」へ  ◆伊達政宗の建立。社殿は絢爛たる桃山建築で国宝 
           ◆寄進の提灯を見ると、「カメイ」が沢山！あの亀ちゃんは、仙台地場コンツェルンの御曹司 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ◆広瀬川の土手に沿って、牛越橋から澱橋まで川沿いを歩きます。   ◆澱橋からの下流方面。仙台市街中心部 
          ◆澱橋からを広瀬川上流を望む。遠方に、東北大と  に高層マンション群が林立。 
           宮城教育大の青葉山キャンパスが見える。美術館での昼食の後、山上の青葉山駅を目指す。        

 

 

 

 

   

   



 
 
 
 
 
 
 
◆昼食予定の宮城県美術館。レストランの名は「カフェ モーツァルト・フィガロ」私たちに相応しい？！ 
                    
 
 
 
 
 
 
 
                   ◆芭蕉はこちらの八幡に。       ◆お社は再建されてきれい。 
◆お腹も満たされて、亀岡八幡宮へ。 ◆大崎八幡宮とは違って、鳥居も石段も境内も、積年の風雪のなすがまま。                   
  
 
 
 
 
 
 
 
 ◆東北大・青葉山キャンパスへ。自然科学系のエリアでは？なものを運んでいた。キャンパス内は広々、ゆったり。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ◆青葉山城址に入ります。                        
 ◆本丸大広間を再現した遺溝。                      ◆本丸前櫓辺り。政宗公の銅像 
 
 
 
 
 
 

 
 

  

   

  

 

 

 

 
 

 

 
 

 
 

◆キャンパスを抜けると、青葉山城まで「御裏林」と 
 呼称された、築城用材木の供給林。ほぼ自然のまま 
 暖帯林/温帯林の状態が保存され天然記念物指定。

◆青葉城址までの間のみ分離歩道がない《要注意》 

◆青葉城城址から市街を望む。駅方面      仙台官庁街方面         仙台市北西部方面 



 
 
 
 
 
◆評定河原橋から仙台駅西を望む。 
◆伊達政宗公墓所の瑞鳳殿へ 
                       日光の東照宮陽明門にも引けを取らない、絢爛豪華な政宗公の廟 
 
 
 
 
 
 
◆広瀬川 霊屋橋から上流を望む。◆魯迅が下宿していた建物。◆東北帝国大総長も務めた本多光太郎像。 
 広瀬川～、流れる岸辺～、    医学生だった！が、    日本が世界に誇る金属研究創始者。「鉄の神様」 
 はこの辺りか？         この仙台で文学の道に  ◆東北大生寮と食堂。学生が大切にされている感 
 

附：打ち上げ宴会（10月07日：日曜の夜）候補店 

 
 
 
 
                                   ◆打上げ宴会の候補店：三陸天海一家  
                                   （国分町）https://tenkaiikka.owst.jp/  
 
 
 
                  ◆新鮮な海産物（生のほや有）と 
                   地酒。全員集合できる個室。 
                   コースは地酒飲み放付きで 
                   ＠￥5000-程度を予定。 
 
 
■費用項目と目安、準備、実施ガイドラインに関して 
◇費用項目と目安： 

 ・各自のご自宅⇔仙台、仙台⇔松島（JR＆観光船）、仙台⇔山寺（JR）等の交通費。各自の入場料、拝観料等 

 ・打上げ宴会費￥5000-見当。各自の07日昼食（海鮮浜焼き）08日昼食（美術館レストラン） 

 ・宿泊費（東横INN 仙台駅西口中央）＠￥6000-/泊見当、参加費（旅行保険含） 

◇準備、実施ガイドライン： 

 ・日頃履きなれたウォーキングシューズ等でお歩き下さい。要：水分補給用飲料水、雨の対策具。 

 ・本企画は無理をしないことを第一の旨としますが、雷雨/台風/豪雨等厳しい気象状況を除きウォーキング実施。 

■お申込み 

 2018年09月30日までに 幹事/三門康男、齊藤榮造・のり子、佐藤節子、萩原秀幸にお申込みご連絡下さい。 

 お申込みの皆さまに、首都圏⇔仙台の列車、仙台宿泊ホテル等の詳細案内を差し上げます。 

以上 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  


